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研究成果概要 
大気チェレンコフ望遠鏡の次期計画として、日米欧 25 か国約 1500 名が参加している

Cherenkov Telescope Array (CTA)計画が進行中である。CTA 計画では、大(口径 23m)・
中(口径 12m)・小(口径 4m)の大気チェレンコフ望遠鏡を南北半球のサイトに、計約 100
台並べることにより、観測エネルギー範囲を 20 GeV から 300 TeV と広げ、従来に比べ

一桁高い感度で宇宙ガンマ線を観測する。日本グループ(約 120 名)は、大口径望遠鏡の

全体運営、カメラおよび分割鏡の開発・運用を主導している。さらに、小口径望遠鏡カ

メラの開発に貢献している。大口径望遠鏡 LST に関する今年度の成果を以下に述べる。 
(1) LST 初号機による、かに星雲およびかにパルサーの観測結果と観測性能(ガンマ線

検出感度、角度分解能、エネルギー分解能など)、LST 初号機と MAGIC 望遠鏡の

ステレオ共同観測による観測性能を査読付論文で発表した。 
(2) LST 初号機を用いて、約 80 億光年先の活動銀河核 OP 313 からの超高エネルギー

ガンマ線を初めて検出することに成功した（速報 ATel #16381）。超高エネルギーガ

ンマ線における最遠方の活動銀河核となった。 
(3) LST 初号機を用いて、回転中性子星であるゲミンガパルサーからの超高エネルギー

ガンマ線パルスを約 20 時間で 7.9σで検出することに成功した。MAGIC 望遠鏡が

6.3σの信号を得るのに要した約 80 時間の 1/4 の時間で高い検出有意度が得られ、

LST 初号機の低エネルギー側の高感度性能が実証された。 



(4) ラパルマ島での LST 2－4 号機の基礎工事を 2023 年 11 月に開始し、望遠鏡駆動レ

ールやカメラアクセス塔を設置した。現在、望遠鏡構造体を組み上げ中である。 
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